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成果の特徴
• 日本産米の販売先として海外マーケットを開拓することは喫緊の課題となってい
ます。

• 主要輸出先国・地域である米国、中国、台湾出身の日本在住の方々（各15名）を
対象に日本産米を用いた米飯の食味官能評価試験を行い、嗜好性を調査しました。

• 小規模、簡易な炊飯米の食味官能評価試験でも、米国、中国、台湾で嗜好性に違
いがあることがわかりました。

成果の内容

想定される用途
さらに精度の高い官能評価を実施することで、輸出やインバウンド市場における日
本産米に対する外国人の嗜好性ニーズ把握が可能であると考えています。

日本在住の米国、中国、台湾出身者を対象とした
日本産米の食味官能評価試験
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・パネリスト

日本在住米国出身者 15名

日本在住中国出身者 15名

日本在住台湾出身者 15名

・評価炊飯米
コシヒカリ （2021年新潟県産）
あきたこまち（2021年岩手県産）

・基準炊飯米
コシヒカリ （2021年新潟県産）

・炊飯
家庭用炊飯器

・試験実施日、実施場所
2022年12月13日、14日
東京都内

コシヒカリ あきたこまち

「日本食のご飯」として食べることを
想定しての評価
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